







その他のタイトル AIDS Anxious Bodies among Japanese Mele
Homosexuals : From the Critical Perspective of
Subjection
URL http://hdl.handle.net/2241/17963












築された存在であった o その2ヵ丹後の 1985(昭和 60)年5月初日、厚生省は日
本のエイズ患者は血友病患者3人、向性愛者2人の計5人と報告し 3、何年6月には














































































いる O しかし 1986(昭和 61)年から、焦点は日本の「自分たち」の問題としてエイ
ズをどう捉えていくかという論調に変わり始めている orコンドームさえ装着すれば
アナル・セックスが一番安全国に近くなると言えないだろうかJとコンドームの使用



















ピズムJの原点に位置する o 1985 (昭和 60)年10月22Bに、新たに外国人1人を含
む3人の f男性向性愛者Jがエイズ患者と認定されたことを受け、厚生省は翌自 10
月23日に臼本赤十字社と都道府県知事宛てに、「男性同性愛者jをはじめとするリス































































































この排除の領域が形成されると言う O この fおぞましきもの (theabject) Jとしての
軽蔑される存在の領域とは、社会生活を「生きることができずJ、また「住むことが
できないJ領域であり、この領域が主体の範囲の定義領域を構成すると考えている
(Butler 1993: 3) 0 この指摘で重要な点は、異性愛主体は必ずこの「おぞましきもの











































てここでは定義する O なぜなら、日本において「ゲイ・コミュニティ jという用語が
使用される場合は、公衆衛生におけるヘルス・プロモーションの対象としての「コミュ
ニティ動員jとその「エンパワーメントJというニュアンスを含むものと考えられる































































and Drug Administration:食品医薬品局)が抗HIV治療薬の AZT(Azidothymidine、
アジドチミジン)41を認可した前後で異なっている (Bayer1992: 747-750) 0 
AZTの登場J2)、前においても、 CDC(Centers for Disease Control、アメリカ疾病管理
センター)やNIH(National Institutes of Health、国立衛生研究所)は、 HIV感染の
リスクのある人々に対して検査を呼びかけていた。なぜならばHIV抗体検査の結果が、
サンプルとして研究価値が高かったからである (Pa仕on1990: 34-36) 0 しかし患者の
治療のための臨床的価値のない検査に対しては、「ゲイ男性jの間で多くの反対があっ
た。例えば、ニューヨークのゲイ団体で、 E召V感染予妨からエイズ患者のケアに至る
までのエイズ全般のサポートを行っている G孔任IC(Gay Men's Health Crisis) 42は、
















る(Ariss1997: 45) 0 AZTの治療効果が証明されるにつれて、たとえエイズを発症し
たとしても、カリニ肺炎などの日和見感染に対する予防的治療が可能となることが分
国V感染不安の身体 213 
かり、エイズ関連のNGOも人々に検査を促すようになる (Altman1994: 68-69) 0また、
ニューヨークやサンフランシスコでも、エイズをすでに発症したゲイ男性が、 E丑V




として位置づけるようになるo 1987 (昭和 62)年8月15日号のMMWR(Morbidity 












































































を行い、その中の rGay Friends for AIDSJというゲイ・グループの組織で「男性向
性愛者」に向けたエイズの予防活動を行っている(砂川他 1997)0彼はその活動の当
初から、 HIV/AIDSの予防には「ゲイ・コミュニティJの活性化が必要であるという
ことを強く意識していた 5102000 (平成 12)年から行われている「東京レズピアン&
ゲイ・パレードJ52の実行委員長を務め、「性的なものjをプライベートな領域から
引きずり出し、公的領域で問い直そうとする彼の姿勢からも、そのことは伺える(砂
1 2002) 0 
また「アカ も、エイズ問題に関しては 1986(昭和 61)年の創設以来、最も活




















る予防介入の代表的なプロジェクトが、 IMASH(Men and Sexual Health)大阪」で











対する講習会、クラブイベントでの STD(Sexual Transmitted Disease、性行為感染症)
勉強会など、様々な予防介入のプログラムを展開するが、その中でも最も特徴的なも
のの一つが、 SWITCH(1セクシャル・ヘルスに SWITCH(切り替え)しよう J) と呼
































































































3 r朝日新関心 1985 (昭和 60)年5月31日O
4 1984 (昭和59)年2)~ 15 Bに発足したゲイ団体で、会長は中山普作、事務局長は南定i旦|郎。
1987 (昭和62)年7月にはILGA(International Lesbian and Gay Association) 日本と名称を
変更している O この屈体の成立に関しては、南 (1994)を参照。
5 吉本で最初に行われたこのエイズの電話相談を行っていた IGA 日本の ~tJ は、「エイズ・ホッ
トラインjが開設される以前は「ゲイ・ホットラインJとして、 I1司性愛者」に対する電話相談
を行っていた。筆者が2002(平成 14)年1月に南に行ったインタピ、ユーから。
6 UOIN ・-forGay LiberationJ、1985(1昭和60)年9月1日号、 p.7o これは、 IGA日本の機
関紙で、「厚生省HIV関連資料jの中にファイルされていた。薬務局ファイル(14)、p.115-124o
7 日本で、厚生省がHIV抗体検査の一つであるエライザj去を認可したのは、 1986(昭和61)
年1月であったが、アメリカ合衆国FDA(Food and Drug Administration:食品医薬品局)は
1985 (昭和60)年3月に同検査法を認可していた。
8 UOIN-for Gay LiberationJ、1985(昭和60)年9月l日号、 p.6。
宮 筆者が2002(平成 14)年1月に南に行ったインタビューから O























14 1984 (昭和 59)年5月に、アメリカ国立錆生研究所のロパート・ギャロが、エイズの原因ウ
イルスとしてHTLVlllを分離し、ウエスタンプロット法と呼ばれる抗体検査法を発明した。ギャ













系jを好む読者をターゲットとしている O しかし 2002(平成14)年2月号をもって廃刊となっ
ている O









和49)年に WADONjと『さぶJ、1982(昭和 57)年に fサムソンj(海鳴社)という雑誌が
出版されている。その後、 1994(平成6)年には rBadiJl(テラ出版)が、 1995(平成 7)年に
は WG-menj(ジープロジェクト)が発行されているD 現在では、『クィアジャパンj(勤草書房)
などのアカデミズムに向けられた雑誌などもあるD
26 2002 (平成 14)年に筆者が行った南へのインタピューによると、IGA日本の事務局長の南は、






















35 rさぶj、1987(昭和 62)年4月号、 p.1l9o
36 r蕃薮族j、1983(昭和58)年9月号、 p.38o
37 r蓄綴族j、1986(昭和61)年 1月号、 p.36o
お 1983 (昭和 58)年6月に発足した研究班で、班長は安部英口
39 I厚生省HIV関連資料jの薬務局ファイル (7)、p.59o






42 1982 (昭和 57)年1月に6人のゲイ男性によって組織されたエイズのサポート紺.織。現在
では300人の正社員と 4，000人のボランテイアによって組織されている O その成立過程につい
ては、 Shilts(1987 = 1991)を参照。










45 アメリカ合衆国CDC(Centers for Disease Control)が発行している週報。 1981(昭和 56)
年6月の最初のエイズ患者の報告も、この機関による h品机iVRにて行われた。 CDCは1946(昭
和21)年にマラリア対策の機関として発足し、本部はアトランタにある。アメリカ合衆国にお


















50 ぷれいす東京は特定非営利活動法人で、 2000(平成 12)年から 2004(平成 16)年までは、
車生労鋤科学研究補助金による「エイズに隠する普及啓発における非政府組織 (NGO)の活
用に関する研究J(主任研究者 池上千寿子)を、 2005(平成 17)年は、同研究費による IHIV
感染予防対策の効果に関する研究J(主任研究者 池上千寿子)を行っている。 HIV/AIDSと
ともに生きる人々への支援活動を行う一方、研究活動にも従事している。































60 nOIN-for Gay LiberationJ、1985(1昭和60)年9月1臼号、 ppふ40
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